
『クレーム・不良ゼロを目指す 品質管理活動の「全容」と「基本」 

長年進めてきたわが国の品質管理活動は、知らず知らずのうちに悪習に堕ち

いり、停滞してきている。その上、近年導入された品質マネジメント（管理活動）

の国際標準 ISO9000 シリーズの取り組みで、混乱が起こっている。ISO9000 シ

リーズの真意がトップから第一線担当者に至るまで理解されないまま、ＴＱＭ

活動との融合が不十分な認証維持活動となり、活動が形式化している。 
現状の問題認識として、「品質管理活動の悪習」を 10 項目にまとめ、解決方

図を示している。その根本は、ＴＱＭ活動のノウハウが体系化されず、伝承す

べきことが明確になっていないということである。体系化すべきは、品質管理

活動の「全容（全体像）」と「基本」である。ISO9001 の規格要求事項は、確か

に参照すべき全容であるが、ＴＱＭ活動のノウハウが明瞭に反映されていない。

自工程保証、方針管理、初期管理、基本ルールの順守、日常的改善などである。 
さらに品質管理活動は、品質向上や品質改善という“良くする、減らす”と

いう活動ではない。クレームや不良を“ゼロにする、発生させない”という取

り組みが必要である。そのためには、品質保証と品質目標達成のための仕組み

をつくり、運用（日常管理）し、問題や異常を摘出して日常的に改善活動を行う

（筆者はこれを“仕組みづくり－運用－改善活動の連携活動”、つまり“マネジメント”と

いう）ことが必須である。溜めた記録・データに基づくまとめ改善ではいけない。 
本著は、品質管理活動の「全容」と「基本」を大胆に提示するものである。 
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